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★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 単位型投信／海外／債券

信 託 期 間 約５年間（2014年３月31日～2019年３月22
日）

運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめ
ざして運用を行ないます。

主要投資対象
ベビーファンド ダイワ外貨建て日本社債マザー

ファンドの受益証券
ダイワ外貨建て
日 本 社 債
マザーファンド

米ドル、ユーロおよび豪ドル建
ての社債等

マザーファンド
の 運 用 方 法

①主として、日系企業が発行する外貨建ての社債
等に投資することにより、安定した収益の確保と
信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないま
す。
※日系企業とは、日本企業もしくはその子会社
をいいます。
※社債等には、日本の政府機関、地方公共団体
等が発行する債券を含みます。

②運用にあたっては、以下の点に留意します。
イ．投資対象は、主として日系企業が発行する
米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての社債等と
します。
ロ．流動性を確保するため、米ドル、ユーロお
よび豪ドル建ての海外の国債やコマーシャ
ル・ペーパー等に投資することがあります。
ハ．債券の格付けは、取得時においてＢＢＢ格
相当以上（Ｒ＆Ｉ、ＪＣＲ、Ｓ＆Ｐ、フィッ
チのいずれかでＢＢＢ－以上またはムー
ディーズでＢａａ３以上）とします。
ニ．金利リスク対応のため、米ドル、ユーロお
よび豪ドル建ての債券先物取引を利用するこ
とがあります。

③為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは
原則として行ないません。
※ベビーファンド「為替ヘッジあり」において
は、保有実質外貨建資産について、為替変動
リスクを低減するため、為替ヘッジを行ない
ます。

組 入 制 限
ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率

純 資 産 総 額 の
10％以下

分 配 方 針

分配対象額は、元本超過額または経費控除後の配
当等収益のうちいずれか多い額とし、原則とし
て、経費控除後の配当等収益の中から分配するこ
とをめざします。ただし、基準価額の水準等を勘
案し、元本超過額も含めて分配を行なうことがあ
ります。なお、分配対象額が少額の場合には、分
配を行なわないことがあります。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。
ファミリーファンド方式とは、受益者からの資金をまとめてベ
ビーファンド（当ファンド）とし、その資金を主としてマザー
ファンドの受益証券に投資して、実質的な運用をマザーファンド
で行なう仕組みです。

ダイワ外貨建て日本社債ファンド
2014－03

（為替ヘッジあり／為替ヘッジなし）

運用報告書（全体版）
第３期

（決算日　2015年９月24日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　さて、「ダイワ外貨建て日本社債ファンド
2014－03（為替ヘッジあり／為替ヘッジな
し）」は、このたび、第３期の決算を行ない
ました。
　ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。
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ダイワ外貨建て日本社債ファンド2014－03（為替ヘッジあり）

★ダイワ外貨建て日本社債ファンド2014－03（為替ヘッジあり）

設定以来の運用実績設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

受 益 者
利 回 り

公 社 債
組入比率

債券先物
比 率

元 本
残 存 率（分配落） 税込み

分配金
期 中
騰落額

期 中
騰落率

円 円 円 ％ ％ ％ ％ ％
設　定（2014年３月31日） 10,000 － － － － － － 100.0
１期末（2014年９月22日） 10,135 100 235 2.4 4.9 93.8 － 98.5
２期末（2015年３月23日） 10,265 125 255 2.5 5.0 95.4 － 92.9
３期末（2015年９月24日） 10,016 125 △124 △1.2 2.5 96.2 － 85.7
（注１）基準価額の騰落額および騰落率は分配金込み。
（注２）公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注３）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注４）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注５）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。
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ダイワ外貨建て日本社債ファンド2014－03（為替ヘッジあり）

《運用経過》

基準価額等の推移について基準価額等の推移について

（注）期末の基準価額は分配金込みです。

■基準価額・騰落率
期　首：10,265円
期　末：10,016円（分配金125円）
騰落率：△1.2％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
　主として日系企業が発行する外貨建ての社債に投資を行ない、利息収入を中心に収益を積み上げまし
たが、債券価格が下落したため、基準価額は値下がりしました。
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ダイワ外貨建て日本社債ファンド2014－03（為替ヘッジあり）

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率
債 券 先 物
比 率騰 落 率

円 ％ ％ ％
（期首）2015年３月23日 10,265 － 95.4 －

３月末 10,291 0.3 92.4 －
４月末 10,348 0.8 92.5 －
５月末 10,293 0.3 97.4 －
６月末 10,150 △1.1 96.2 －
７月末 10,153 △1.1 97.7 －
８月末 10,101 △1.6 95.1 －

（期末）2015年９月24日 10,141 △1.2 96.2 －
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ外貨建て日本社債ファンド2014－03（為替ヘッジあり）

投資環境について投資環境について

○海外債券市況
　米国、オーストラリア、ユーロ圏の国債金利は上昇しました。ドラギＥＣＢ（欧州中央銀行）総裁に
よるボラティリティ容認発言などを受けたユーロ圏の金利上昇に連れて、米国やオーストラリアの金利
も上昇しました。その後、原油安によるインフレ期待の低下や中国の景気減速懸念などから金利上昇幅
を縮小する展開となりました。当ファンドが投資する外貨建て社債のスプレッド（国債に対する上乗せ
金利）は拡大したことから、利回りも上昇しました。

前期における「今後の運用方針」前期における「今後の運用方針」

○当ファンド
　「ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド」の受益証券を高位に組入れるとともに、為替変動リスク
を低減するため、為替ヘッジを行ないます。
○ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　米国の国債金利は、年内の利上げ開始を織り込んでボックス圏での推移を見込む一方、ユーロ圏や
オーストラリアでは、金融緩和の効果が継続することから金利低下圧力がかかりやすい展開が続くと想
定しています。また、日系企業の外貨建て社債は、安定的な信用力を背景にスプレッドが縮小しやすい
展開を想定しています。今後も、日系企業が発行する米ドル建ての債券を中心に投資し、金融セクター
を中心としたポートフォリオを構築することにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめ
ざして運用を行ないます。

ポートフォリオについてポートフォリオについて

○当ファンド
　ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドの受益証券を高位に組入れるとともに、為替変動リスクを低
減するため、為替ヘッジを行ないました。
○ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　日系企業が発行する米ドル建ての債券を中心に投資し、利回りによる収益を重視した運用を行ないま
した。業種別構成につきましては、流動性の高い金融セクターを中心としたポートフォリオとしました。

ベンチマークとの差異についてベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。
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分配金について分配金について

　当期の１万口当り分配金（税込み）は125円といたしました。
　なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程
　計算期間末における純資産額の元本超過額119,107,841円が、経費控除後の配当等収益
118,546,022円を超過しているため、純資産額の元本超過額119,107,841円（１万口当り140.54
円）を分配対象額として、うち105,935,407円（１万口当り125円）を分配金額としております。

《今後の運用方針》
○当ファンド
　ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドの受益証券を高位に組入れるとともに、為替変動リスクを低
減するため、為替ヘッジを行ないます。
○ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　今後も日系企業が発行する米ドル建ての債券を中心に投資し、金融セクターを中心としたポートフォ
リオを構築することにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
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ダイワ外貨建て日本社債ファンド2014－03（為替ヘッジあり）

１万口当りの費用の明細１万口当りの費用の明細

項 目

当期

項 目 の 概 要（2015.3.24～2015.9.24）

金 額 比 率

信託報酬 71円 0.696％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は10,213円です。

（投信会社） （28） （0.273） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目
論見書・運用報告書の作成等の対価

（販売会社） （42） （0.409） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受託銀行） （1） （0.014） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用 1 0.010 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用） （1） （0.006） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・
資産の移転等に要する費用

（監査費用） （0） （0.004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（その他） （0） （0.000） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合 計 72 0.706
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託手数

料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。
（注２）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）比率欄は１万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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ダイワ外貨建て日本社債ファンド2014－03（為替ヘッジあり）

■売買および取引の状況
　親投資信託受益証券の設定、解約状況

（2015年３月24日から2015年９月24日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

ダイワ外貨建て日本
社債マザーファンド － － 820,886 1,026,290

（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況

　当期中における利害関係人との取引はありません。

■組入資産明細表
　親投資信託残高

種 類
期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド 7,658,778 6,837,892 8,355,221
（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2015年９月24日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド 8,355,221 96.5
コール・ローン等、その他 301,429 3.5
投資信託財産総額 8,656,650 100.0
（注１）評価額の単位未満は切捨て。
（注２）外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、９月24日における邦貨換算レートは、１アメリカ・ドル＝
120.21円、１オーストラリア・ドル＝84.23円、１ユーロ＝134.38円で
す。

（注３）ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドにおいて、当期末における外貨建
純資産（15,935,650千円）の投資信託財産総額（15,992,109千円）に
対する比率は、99.6％です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2015年９月24日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 16,912,013,813円

コール・ローン等 234,626,079
ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド(評価額) 8,355,221,064
未収入金 8,322,166,670

(Ｂ) 負債 8,424,008,818
未払金 8,255,363,324
未払収益分配金 105,935,407
未払解約金 2,024,000
未払信託報酬 60,318,228
その他未払費用 367,859

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 8,488,004,995
元本 8,474,832,561
次期繰越損益金 13,172,434

(Ｄ) 受益権総口数 8,474,832,561口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,016円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,016円です。

■損益の状況
当期　自2015年３月24日　至2015年９月24日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 32,740円

受取利息 32,740
(Ｂ) 有価証券売買損益 145,174,540

売買益 615,481,407
売買損 △470,306,867

(Ｃ) 有価証券評価差損益 △190,579,294
(Ｄ) 信託報酬等 △ 62,930,190
(Ｅ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △108,302,204
(Ｆ) 前期繰越損益金 243,147,926
(Ｇ) 解約差損益金 △ 15,737,881
(Ｈ) 合計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 119,107,841
(Ｉ) 収益分配金 △105,935,407

次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) 13,172,434
（注１）有価証券評価差損益は、有価証券の評価損益と期首との差額です。
（注２）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま

す。
（注３）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注４）収益分配金の計算過程は５ページをご参照ください。
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収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
１ 万 口 当 り 分 配 金（税込み） 125円

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金については、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％および地方税５％）の税率による源泉徴収が行なわれ、
申告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選
択することもできます。
・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

《訂正のお知らせ》
　作成対象期間の末日が2015年３月23日の交付運用報告書および運用報告書（全体版）につきまして、「１万口当りの費用の明
細」の表の「項目の概要」における次の記載にて下線部が不要でした。お詫び申し上げますとともに、下線部を除いてお読み替えく
ださいますようお願い申し上げます。

「期中の平均基準価額（月末値の平均値）は10,199円です。」
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★ダイワ外貨建て日本社債ファンド2014－03（為替ヘッジなし）

設定以来の運用実績設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

受 益 者
利 回 り

公 社 債
組入比率

債券先物
比 率

元 本
残 存 率（分配落） 税込み

分配金
期 中
騰落額

期 中
騰落率

円 円 円 ％ ％ ％ ％ ％
設　定（2014年３月31日） 10,000 － － － － － － 100.0
１期末（2014年９月22日） 10,679 110 789 7.9 16.4 91.9 － 99.4
２期末（2015年３月23日） 11,780 140 1,241 11.6 20.7 94.8 － 95.0
３期末（2015年９月24日） 11,526 160 △   94 △ 0.8 13.0 96.8 － 91.8
（注１）基準価額の騰落額および騰落率は分配金込み。
（注２）公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注３）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注４）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注５）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。
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《運用経過》

基準価額等の推移について基準価額等の推移について

（注）期末の基準価額は分配金込みです。

■基準価額・騰落率
期　首：11,780円
期　末：11,526円（分配金160円）
騰落率：△0.8％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
　主として日系企業が発行する外貨建ての社債に投資を行ない、利息収入を中心に収益を積み上げまし
たが、債券価格が下落したため、基準価額は値下がりしました。
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年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率
債 券 先 物
比 率騰 落 率

円 ％ ％ ％
（期首）2015年３月23日 11,780 － 94.8 －

３月末 11,823 0.4 91.7 －
４月末 11,808 0.2 92.3 －
５月末 12,197 3.5 97.3 －
６月末 11,920 1.2 96.8 －
７月末 12,067 2.4 97.5 －
８月末 11,732 △0.4 97.4 －

（期末）2015年９月24日 11,686 △0.8 96.8 －
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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投資環境について投資環境について

○海外債券市況
　米国、オーストラリア、ユーロ圏の国債金利は上昇しました。ドラギＥＣＢ（欧州中央銀行）総裁に
よるボラティリティ容認発言などを受けたユーロ圏の金利上昇に連れて、米国やオーストラリアの金利
も上昇しました。その後、原油安によるインフレ期待の低下や中国の景気減速懸念などから金利上昇幅
を縮小する展開となりました。当ファンドが投資する外貨建て社債のスプレッド（国債に対する上乗せ
金利）は拡大したことから、利回りも上昇しました。
○為替相場
　米国の利上げ期待の高まりなどから米ドル高が進行しましたが、その後は中国による人民元の基準値
切下げから世界経済への懸念が高まり、リスク回避の動きから円が買われる展開となったことを受け、
米ドルは対円で期首からほぼ横ばいとなりました。ユーロは、域内景気の回復期待に加え、過度なデフ
レ懸念やギリシャに対する悲観的な見方が後退したことから対円で上昇しました。一方、豪ドルは、ギ
リシャ情勢の混乱による投資資金のリスク回避や、オーストラリアの主要輸出先である中国株式市況の
下落に伴い、対円で下落しました。

前期における「今後の運用方針」前期における「今後の運用方針」

○当ファンド
「ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド」の受益証券を高位に組入れます。
○ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　米国の国債金利は、年内の利上げ開始を織り込んでボックス圏での推移を見込む一方、ユーロ圏や
オーストラリアでは、金融緩和の効果が継続することから金利低下圧力がかかりやすい展開が続くと想
定しています。また、日系企業の外貨建て社債は、安定的な信用力を背景にスプレッドが縮小しやすい
展開を想定しています。今後も、日系企業が発行する米ドル建ての債券を中心に投資し、金融セクター
を中心としたポートフォリオを構築することにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめ
ざして運用を行ないます。

ポートフォリオについてポートフォリオについて

○当ファンド
ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドの受益証券を高位に組入れました。
○ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　日系企業が発行する米ドル建ての債券を中心に投資し、利回りによる収益を重視した運用を行ないま
した。業種別構成につきましては、流動性の高い金融セクターを中心としたポートフォリオとしました。
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ベンチマークとの差異についてベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

分配金について分配金について

　当期の１万口当り分配金（税込み）は160円といたしました。
　また、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程
　計算期間末における純資産額の元本超過額116,305,429円が、経費控除後の配当等収益11,317,996
円を超過しているため、純資産額の元本超過額116,305,429円（１万口当り1,685.97円）を分配対象
額として、うち11,037,467円（１万口当り160円）を分配金額としております。

《今後の運用方針》
○当ファンド
ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドの受益証券を高位に組入れます。
○ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　今後も日系企業が発行する米ドル建ての債券を中心に投資し、金融セクターを中心としたポートフォ
リオを構築することにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
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１万口当りの費用の明細１万口当りの費用の明細

項 目

当期

項 目 の 概 要（2015.3.24～2015.9.24）

金 額 比 率

信託報酬 83円 0.696％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は11,922円です。

（投信会社） （33） （0.273） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目
論見書・運用報告書の作成等の対価

（販売会社） （49） （0.409） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受託銀行） （2） （0.014） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用 1 0.010 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用） （1） （0.006） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・
資産の移転等に要する費用

（監査費用） （0） （0.004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合 計 84 0.706
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託手数

料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。
（注２）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）比率欄は１万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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■売買および取引の状況
　親投資信託受益証券の設定、解約状況

（2015年３月24日から2015年９月24日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

ダイワ外貨建て日本
社債マザーファンド － － 34,583 42,353

（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
　親投資信託残高

種 類
期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド 679,558 644,974 788,094
（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況

　当期中における利害関係人との取引はありません。

■投資信託財産の構成
2015年９月24日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド 788,094 97.1
コール・ローン等、その他 23,811 2.9
投資信託財産総額 811,906 100.0
（注１）評価額の単位未満は切捨て。
（注２）外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、９月24日における邦貨換算レートは、１アメリカ・ドル＝
120.21円、１オーストラリア・ドル＝84.23円、１ユーロ＝134.38円で
す。

（注３）ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドにおいて、当期末における外貨建
純資産（15,935,650千円）の投資信託財産総額（15,992,109千円）に
対する比率は、99.6％です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2015年９月24日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 811,906,061円

コール・ローン等 23,811,192
ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド(評価額) 788,094,869

(Ｂ) 負債 16,796,407
未払収益分配金 11,037,467
未払信託報酬 5,724,705
その他未払費用 34,235

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 795,109,654
元本 689,841,692
次期繰越損益金 105,267,962

(Ｄ) 受益権総口数 689,841,692口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,526円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は11,526円です。

■損益の状況
当期　自2015年３月24日　至2015年９月24日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 2,543円

受取利息 2,543
(Ｂ) 有価証券売買損益 7,769,289

売買益 7,769,289
(Ｃ) 有価証券評価差損益 △ 8,421,640
(Ｄ) 信託報酬等 △ 5,869,767
(Ｅ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △ 6,519,575
(Ｆ) 前期繰越損益金 127,159,843
(Ｇ) 解約差損益金 △ 4,334,839
(Ｈ) 合計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 116,305,429
(Ｉ) 収益分配金 △ 11,037,467

次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) 105,267,962
（注１）有価証券評価差損益は、有価証券の評価損益と期首との差額です。
（注２）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま

す。
（注３）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注４）収益分配金の計算過程は13ページをご参照ください。
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収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
１ 万 口 当 り 分 配 金（税込み） 160円

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金については、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％および地方税５％）の税率による源泉徴収が行なわれ、
申告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選
択することもできます。
・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

《訂正のお知らせ》
　作成対象期間の末日が2015年３月23日の交付運用報告書および運用報告書（全体版）につきまして、「１万口当りの費用の明
細」の表の「項目の概要」における次の記載にて下線部が不要でした。お詫び申し上げますとともに、下線部を除いてお読み替えく
ださいますようお願い申し上げます。

「期中の平均基準価額（月末値の平均値）は11,409円です。」
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東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
http://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド

運用報告書　第３期（決算日　2015年９月24日）

（計算期間　2015年３月24日～2015年９月24日）

ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドの第３期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての社債等

運 用 方 法

①主として、日系企業が発行する外貨建ての社債等に投資することにより、安定した収益の確保
と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
※日系企業とは、日本企業もしくはその子会社をいいます。
※社債等には、日本の政府機関、地方公共団体等が発行する債券を含みます。
②運用にあたっては、以下の点に留意します。
イ．投資対象は、主として日系企業が発行する米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての社債等とし
ます。
ロ．流動性を確保するため、米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての海外の国債やコマーシャル・
ペーパー等に投資することがあります。
ハ．債券の格付けは、取得時においてＢＢＢ格相当以上（Ｒ＆Ｉ、ＪＣＲ、Ｓ＆Ｐ、フィッチ
のいずれかでＢＢＢ－以上またはムーディーズでＢａａ３以上）とします。
ニ．金利リスク対応のため、米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての債券先物取引を利用すること
があります。

③為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下
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年 月 日 基 準 価 額 公 社 債
組 入 比 率

債 券 先 物
比 率騰 落 率

円 ％ ％ ％
（期首）2015年３月23日 12,230 － 96.0 －

３月末 12,279 0.4 92.8 －
４月末 12,278 0.4 93.2 －
５月末 12,700 3.8 98.1 －
６月末 12,424 1.6 97.6 －
７月末 12,593 3.0 97.8 －
８月末 12,257 0.2 97.7 －

（期末）2015年９月24日 12,219 △0.1 97.7 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注３）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注４）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、

ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

トラリアの主要輸出先である中国株式市況の下落に伴い、対円で下
落しました。

◆前期における「今後の運用方針」
　米国の国債金利は年内の利上げ開始を織り込んでボックス圏での
推移を見込む一方、ユーロ圏やオーストラリアでは、金融緩和の効
果が継続することから金利低下圧力がかかりやすい展開が続くと想
定しています。また、日系企業の外貨建て社債は、安定的な信用力
を背景にスプレッドが縮小しやすい展開を想定しています。今後
も、日系企業が発行する米ドル建ての債券を中心に投資し、金融セ
クターを中心としたポートフォリオを構築することにより、安定し
た収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないま
す。
◆ポートフォリオについて
　日系企業が発行する米ドル建ての債券を中心に投資し、利回りによ
る収益を重視した運用を行ないました。業種別構成につきましては、
流動性の高い金融セクターを中心としたポートフォリオとしました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　今後も日系企業が発行する米ドル建ての債券を中心に投資し、金融セ
クターを中心としたポートフォリオを構築することにより、安定した収
益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。

■売買および取引の状況
　公　社　債

（2015年３月24日から2015年９月24日まで）
買 付 額 売 付 額

外

国

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル
アメリカ 社債券 13,678 4,581

( －)
千ユーロ 千ユーロ

ユーロ
特殊債券 － 1,003

( －)
社債券 － 1,057

( －)
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）(　 )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）社債券には新株予約権付社債券（転換社債券）は含まれておりません。
（注４）単位未満は切捨て。

■当期中の基準価額の推移

11,500

12,000

12,500

13,000

（円）
13,500

期　首
（2015.３.23）

期　末
（2015.９.24）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：12,230円　期末：12,219円　騰落率：△0.1％
【基準価額の主な変動要因】
　主として日系企業が発行する外貨建ての社債に投資を行ない、利息
収入を中心に収益を積み上げましたが、債券価格が下落したため、基
準価額は値下がりしました。
◆投資環境について
○海外債券市況
　米国、オーストラリア、ユーロ圏の国債金利は上昇しました。ド
ラギＥＣＢ（欧州中央銀行）総裁によるボラティリティ容認発言な
どを受けたユーロ圏の金利上昇に連れて、米国やオーストラリアの
金利も上昇しました。その後、原油安によるインフレ期待の低下や
中国の景気減速懸念などから金利上昇幅を縮小する展開となりまし
た。当ファンドが投資する外貨建て社債のスプレッド（国債に対す
る上乗せ金利）は拡大したことから、利回りも上昇しました。
○為替相場
　米国の利上げ期待の高まりなどから米ドル高が進行しましたが、
その後は中国による人民元の基準値切下げから世界経済への懸念が
高まり、リスク回避の動きから円が買われる展開となったことを受
け、米ドルは対円で期首からほぼ横ばいとなりました。ユーロは、
域内景気の回復期待に加え、過度なデフレ懸念やギリシャに対する
悲観的な見方が後退したことから対円で上昇しました。一方、豪ド
ルは、ギリシャ情勢の混乱による投資資金のリスク回避や、オース

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 1
（保管費用） (1）

合　　計 1
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出法については前掲の「１万口当りの費用の明細」の項目の概
要をご参照ください。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
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■主要な売買銘柄
　公　社　債

（2015年３月24日から2015年９月24日まで）
当 期

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
Nomura Holdings Inc（日本） 2.75% 2019/3/19 366,122 Mizuho Bank Ltd（日本） 2.95% 2022/10/17 366,655
Sumitomo Mitsui Banking Corp（日本） 3.95% 2024/1/10 257,639 Sompo Japan Insurance Inc（日本） 5.325% 2073/3/28 192,330
Bank of Tokyo-Mitsubishi UFJ Ltd/The（日本） 3.75% 2024/3/10 255,410 Sumitomo Mitsui Banking Corp（日本） 2.25% 2020/12/16 145,053
Mitsubishi UFJ Lease&Finance Co Ltd（日本） 2.5% 2020/3/9 237,854 JAPAN FIN. CORP. MUNI. ENT.（日本） 0.875% 2021/9/22 136,238
Sumitomo Life Insurance Co（日本） 6.5% 2073/9/20 144,702
Nippon Life Insurance Co（日本） 5% 2042/10/18 132,329
Mizuho Financial Group Cayman 2 Ltd（ケイマン諸島） 4.2% 2022/7/18 129,483
Mizuho Bank Ltd（日本） 2.95% 2022/10/17 119,796
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
(1) 外国（外貨建）公社債（通貨別）
作 成 期 当 期 末

区 分 額 面 金 額
評 価 額

組 入 比 率 う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額 ５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
アメリカ 117,902 125,005 15,026,935 94.0 － 67.4 24.9 1.7

千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル
オーストラリア 2,000 2,102 177,123 1.1 － － 1.1 －

千ユーロ 千ユーロ
ユーロ 2,850 3,052 410,176 2.6 － 2.6 － －
合 計 － － 15,614,236 97.7 － 70.0 26.1 1.7

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注２）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注３）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
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(2) 外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当 期 末

区 分 銘 柄 種 類 年 利 率 額 面 金 額
評 価 額

償 還 年 月 日
外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額

％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円
アメリカ Mitsubishi UFJ Trust & Banking Corp 社 債 券 2.4500 2,000 2,010 241,672 2019/10/16

Chiba Bank Ltd/The 社 債 券 2.5500 1,000 1,011 121,577 2019/10/30
Suntory Holdings Ltd 社 債 券 1.6500 1,000 1,000 120,211 2017/09/29
Suntory Holdings Ltd 社 債 券 2.5500 2,000 2,016 242,372 2019/09/29
Nissan Motor Acceptance Corp 社 債 券 2.6500 3,000 3,059 367,828 2018/09/26
Nissan Motor Acceptance Corp 社 債 券 2.3500 1,600 1,617 194,395 2019/03/04
Sumitomo Mitsui Trust Bank Ltd 社 債 券 1.8000 2,500 2,494 299,869 2018/03/28
Mitsui Sumitomo Insurance Co Ltd 社 債 券 7.0000 9,500 10,877 1,307,584 2072/03/15
Sumitomo Life Insurance Co 社 債 券 6.5000 10,000 11,271 1,354,910 2073/09/20
Dai-ichi Life Insurance Co Ltd/The 社 債 券 7.2500 8,854 10,242 1,231,302 2099/12/31
Dai-ichi Life Insurance Co Ltd/The 社 債 券 5.1000 1,000 1,038 124,868 2099/12/31
Nippon Life Insurance Co 社 債 券 5.0000 11,000 11,412 1,371,896 2042/10/18
Fukoku Mutual Life Insurance Co 社 債 券 6.5000 10,000 11,179 1,343,827 2099/12/31
ORIX Corp 社 債 券 3.7500 2,148 2,212 265,923 2017/03/09
Sompo Japan Insurance Inc 社 債 券 5.3250 9,000 9,438 1,134,632 2073/03/28
Central Nippon Expressway Co Ltd 社 債 券 2.3690 1,000 1,012 121,771 2018/09/10
Central Nippon Expressway Co Ltd 社 債 券 2.1700 1,000 1,004 120,730 2019/08/05
Central Nippon Expressway Co Ltd 社 債 券 2.0790 3,000 2,977 357,982 2019/11/05
Bank of Tokyo-Mitsubishi UFJ Ltd/The 社 債 券 3.7500 9,000 9,249 1,111,890 2024/03/10
American Honda Finance Corp 社 債 券 1.6000 2,300 2,300 276,563 2018/02/16
Toyota Motor Credit Corp 社 債 券 4.2500 1,500 1,646 197,917 2021/01/11
Sumitomo Mitsui Banking Corp 社 債 券 3.9500 2,000 2,086 250,827 2024/01/10
Mizuho Financial Group Cayman 2 Ltd 社 債 券 4.2000 6,000 6,183 743,287 2022/07/18
Mizuho Bank Ltd 社 債 券 2.9500 2,000 1,961 235,784 2022/10/17
Mizuho Bank Ltd 社 債 券 3.7500 1,000 1,021 122,801 2024/04/16
Nomura Holdings Inc 社 債 券 2.7500 10,500 10,664 1,282,034 2019/03/19
Mitsubishi UFJ Lease&Finance Co Ltd 社 債 券 2.5000 2,000 1,997 240,090 2020/03/09
Mitsubishi Corp 社 債 券 3.3750 2,000 2,016 242,379 2024/07/23

通貨小計
銘 柄 数 28銘柄
金 額 117,902 125,005 15,026,935

千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル
オーストラリア MC Finance Australia Pty Ltd 社 債 券 4.7500 2,000 2,102 177,123 2018/12/17

通貨小計
銘 柄 数 1銘柄
金 額 2,000 2,102 177,123

千ユーロ 千ユーロ
ユーロ（その他） Sumitomo Mitsui Banking Corp 社 債 券 2.7500 1,850 1,995 268,173 2023/07/24

Sumitomo Mitsui Banking Corp 社 債 券 2.2500 1,000 1,056 142,003 2020/12/16

通貨小計
銘 柄 数 2銘柄
金 額 2,850 3,052 410,176

合 計
銘 柄 数 31銘柄
金 額 15,614,236

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注２）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
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■投資信託財産の構成
2015年９月24日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

公社債 15,614,236 97.6
コール・ローン等、その他 377,873 2.4
投資信託財産総額 15,992,109 100.0
（注１）評価額の単位未満は切捨て。
（注２）外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、９月24日における邦貨換算レートは、１アメリカ・ドル＝
120.21円、１オーストラリア・ドル＝84.23円、１ユーロ＝134.38円で
す。

（注３）当期末における外貨建純資産（15,935,650千円）の投資信託財産総額
（15,992,109千円）に対する比率は、99.6％です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2015年９月24日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 15,992,109,486円

コール・ローン等 157,992,327
公社債(評価額) 15,614,236,191
未収利息 216,886,569
前払費用 2,994,399

(Ｂ) 負債 9,000,000
未払解約金 9,000,000

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 15,983,109,486
元本 13,080,880,131
次期繰越損益金 2,902,229,355

(Ｄ) 受益権総口数 13,080,880,131口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,219円

＊期首における元本額は12,913,936,304円、当期中における追加設定元本額は
1,745,118,499円、同解約元本額は1,578,174,672円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイワ
外貨建て日本社債ファンド2014－03（為替ヘッジあり）6,837,892,679円、ダ
イワ外貨建て日本社債ファンド2014－03（為替ヘッジなし）644,974,932円、
ダイワ外貨建て日本社債ファンド（為替ヘッジあり）2014－ 08　
2,622,683,942円、ダイワ外貨建て日本社債ファンド（為替ヘッジあり）2014
－10　1,338,986,704円、外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替
ヘッジあり／限定追加型）1,093,417,753円、外貨建てニッポン社債ファンド
2015－03（為替ヘッジなし／限定追加型）542,924,121円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は12,219円です。

■損益の状況
当期　自2015年３月24日　至2015年９月24日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 343,423,542円

受取利息 343,430,919
支払利息 △ 7,377

(Ｂ) 有価証券売買損益 △ 321,295,782
売買益 105,829,863
売買損 △ 427,125,645

(Ｃ) その他費用 △ 949,771
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 21,177,989
(Ｅ) 前期繰越損益金 2,879,667,193
(Ｆ) 解約差損益金 △ 401,478,328
(Ｇ) 追加信託差損益金 402,862,501
(Ｈ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 2,902,229,355

次期繰越損益金(Ｈ) 2,902,229,355
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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